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【田名埠頭での灯浮標設置狙止から原発予定地・田ノ浦での工事阻止行動】
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9月 9日 中国電力と業者により、翌 10日より計画されている

灯浮標(以下ブイ)積み出し作業の阻止行動にむけて、ブイのお

かれている平生町田名埠頭に夕方到着し、数名が泊まりこみで

警戒にあたりました。まだ暖かいので、星を眺めながらの野宿で

す。                   守
l t

p月 10日1早朝より、陸上          |
には祝島をはじめ周辺の市

民グルー九 加わりあわせ

て 60名。海上では祝島漁

船 30隻とシーカヤックの部

対という陣営で作業船の接岸

を田 :卜する為、待機していました。そのうちやってきた中電

側は、謄 戒船』からしきりに挑発的な暴言を吐くが、こちら

は「何を言うか聞いてやろう」と無言作戦で対応。夕方にな

り、中電側があきらめて帰港しました。

p月 11日1昨日同様の陣営で海上に阻止線を張り、中電

側を迎え撃ちました。この日は「口撃作戦」に切り替え、島の   屏Iテ::晏霊量i奪旱壁i百 [屠

`弓

『おばちゃん部剛 が、船上から徹底的にマイクで中電側とや

りあいますが、圧倒的におばちゃんたちの迫力の勝利です。またしても作業はならず中電は

撤退しました。この間の中電側の暴言の数々は、後日明るみに出て、社会問題となります。

≪中電の暴言例≫

◎農漁業だけでは将来島の生活はなりたたなく

なつていきます

◎農水産加工なども立派な取り組みだが、それ

だけでは島はやっていけません

◎高齢者が多く(抗議行動をやめて)帰りたい人も

いるのではないですか
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p月 12日 3日 目を迎え、『祝島島民の

会』主催で原水禁山口や原発いらん!山

ロネット等の参加のもと250名で決起集

会を開催しました。この日も中電側は作

業できず、翌13日は作業中止を宣言し

て帰っていきました。このころから報道で

知ったのか、周辺を始め各地より応援の

人達が続々と激励の為、現地を訪れるよ

うになつてきました。

p月 14日 1上関町 9月 定例会議が始まりま

した。中電側は、島民の会の代表、事務局

長が議会出席で抜ける為、この日の行動

はないと踏んでいたらしく、田名埠頭沖まで

きたところ、今まで同様の阻止線にかなり

動揺した様子です。阻止線に参加している

漁船の船名を読み上げたり色々挑発して

きましたが、結局この日も、何も出来ません

でした。一方、町議会では祝島出身の議員

が 11、 12日の中電側の暴言を厳しく批判し、町執行部を追求した為、推進派である町長も

とうとう中電の発言に遺憾の意を表しました。(聞くところによると、町長もよほど腹に据えかね

たらしく、即日中電事務所の幹部を呼び、厳しく叱責したとのことです)

9月 16日 山口県も中電本社幹部を呼びつけ、現場社員の言動に遺憾の意を伝えたとのこ

とです。また、島民の会宛に、全国各地からのカンパや激励の旗が続々と届き、整理に忙し

くてうれしい悲鳴が出るほどです。本当にありがたく、私たちの行動の活力のもとになります。

9月 17日 3日ぶりに作業台船と警戒船が田名埠頭に姿を現しましたが、今までとは打つて

の て つ

原稿を棒読みするだけ。よほど叱られたようで青菜に塩の体でした。しかし、こちらは先日ま

での人を見下すふんぞり返つた姿を忘れるわけにはいきません。彼らの腹の中は見え透い

ています。「作業実施のお願い」など聞く耳を持つ必要なしで、中電側に何の成果もなくお帰

対立 長期化の様相
上関原発工事 3日 連続の中止

岸臨 Fく のフェンス越 しに反対を訴える漁業者 ら
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りを願いました。

9月 18日 性懲りもなく中電側が出てきて、昨日の

繰り返しとなりましたが、途中から「貴方たちの行つて

いることは違法行為です」等と脅しを入れてきまし

た。しかし、「中電に違法行為と言われる筋合いはない口「違法行為なら保安庁か警察が来

て連れて行け日と突き放され、言い返すことも出来ずまたまたそそくさと

帰つていきました。

p月 19日 先週に引き続き、今度は今までずっと一緒に

活動してきた原水禁山口、原発いらん!山 ロネット等と共

催で現地集会を開きました。大分、広島からも駆けつけ

てくれて3(Ю名が集りましたが、地元の皆さんもあちこち

に見え、うれしい限りです。この日やつてきた中電側は、

相変わらず何も出来ず、何と昼前には作業中止を宣言し、

明日も休むそうです。完全に手詰まりに陥つてします。

シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
に
進
路
を
開
け
る
よ
う

要
請
す
０
甲
電
社
員
（右
）

9月 21日 また2日ぶりに中電側が登場しましたが、

何らの変化もなく終りました。最近では、周辺。近

所の住民の皆さん方の中にも応援してくれる人が

増え、「拠点」となつている小屋の前で挨拶をしてく

れたり、わざわざ差し入れを持って小屋を訪れてく

れたり、体は疲れても心は元気一杯の感じです。

言電子写黒晶高至≦省署ゼ裏露3霞
壁帥みて  ただ、祝島の動員体制はもう限界を超えていると

いつていいでしよう。高齢で、仕事を休んでの問いです。みんなの生活と体力を考えると小

休止も仕方ないとの判断に傾いています。

9月 22日 朝から南の風波が強く、みんなの疲れも考えて、田名埠頭行きを一旦は断念しま

した。ところが、この日もやつてきた中電船団にシーカヤックが10隻で阻止線を張り、がんば

っているとの情報が入り、イライラは頂点に。それに加えて、推進派の漁協平生町支店長の

山根が「乱入」して、シーカヤックの間を縫うように走り回り危険な行為を繰り返し、中電の警

戒船も何度もシーカヤック部隊の中に「突入」して

非常に危険な状態になつているとの緊急情報が

入ると、もう黙つてはおられません。「救援」の名の

もとに、快速船に出動を要請し田名埠頭前に駆け

つけました。とたんに中電側は引いてしまいました
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が、この時点で今まで「仲良し」だったシーカャックのみんなとも、『仲間』『同士』の間柄にな

つたように思えます。結果オーライです。それと気がつきましたが、祝島の部隊がいたら一応

「丁寧な?」 対応をしますが、シーカヤッカーだけの時には敵意向き出しで襲い掛かつてくるこ

と。両者の分断を図ろうとでも思つているのでしょうが、そうはいきません。

p月 23日 1昨 日のことがこたえたのか、中電側が現地で

の作業を見送り始めました。それもそのはず、マスコミ特

にテレビで放映された昨日の山根や警戒船の暴挙が、

各方面で非難轟 !々完全に中電、推進派が悪役として

「定着」してしまったのですから。

p月 25日 当初、我々反対派地元住民に対する働きか

けのポーズをとりながら、実際にはマスコミを味方に引き 全国から寄せ られ、田名埠頭に飾 られた 「原発
反対Jのメ ッセージ入 りの垂れ幕やハ ンカテ

込もうとする狙いの動きばかりしてきた中電も、相次ぐ自らのミス、失態に「殿、ご乱心」の状

態となりました。何と!今後は時間を問わず夜間でも「作業準備」をするし、予定も公表しない

とのこと。われを忘れてしまう錯乱状態に陥ってしまいました。我々は、その動きに対応し、2

4時間監視・警戒態勢をとることにしました。しかし、きつい話ではあります。また、県内で子

育て中の母親グループが、山口県に埋立免許取消の申入れをしてくれました。本当にうれし

く、ありがたい動きです。

視島島民がり肇姿:勢

'ま

比半u p月 30日 この間、中電の現地での動きはありま

くれましたが、三井山口県知事の答弁は、相変わらず責任逃れと「作業中止は求めない」と

のつれない0答弁に終始。傍聴席からは「自制?」 しながらも、抗議の嵐 ・̈。参加者は若千

消化不良、若千ガス抜きの状態で帰つてきました。ただ

その間、現地田名埠頭ではお父さん方の漁船30隻が院

みをきかして、阻止線を張り続けていました。

10月 i百1ひと段落したと思つたのか、中電の船団が

現れましたが、軽くあしらわれ何も出来ずに帰っていき

ました。

平生町の岸壁前で、中電のク レー ン付き台船 と

県
議
会
を
８０
人
傍
聴
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10月 2日 田名埠頭の阻止体制はそのまま継続。

代表が東京に行き、原水禁本部の方達らに加わっ

て、『上関原発計画の中止を求める』全国署名61

万2613筆を経済産業大臣宛提出するとともに、申

入れを行いました。しかし、中央の官僚(しかも下つ

端の若造でしたが)達の不誠実さには、怒りがこみ

上げてきました。政権が変わったといっても、今の

官僚体制では「下々」の願いはかなえられそうもあ

りません。        上関原発反対の旗を先頭にパレード

接 中
近 国

菖 男
波 が
に エ

輌霞
る 城

Jヒ

⌒議

::
誌
`分 台V風

10月 3日 明治公園で『ノーニュークスフェスタ

2∞9」が開催され、全体集会(7∞Ю力が開かれ

主催者、政治家と各地の現場からの挨拶があっ

た後、デモ=パレードが行われました。上関現地

からも報告させてもらセましたが、実際の地元住

民の参加は他にはなく、現状をそのまま物語つて

いました。

10月 4日 中国電力より、10月 1日付の「お願い」なる桐喝ハガキが、抗議行動参加船の

船頭宛に届きました。しかしその内容たるや、わざわざ個人別に抗議行動参加日をチェック

していながら間違っていたり、果てはすでに数年前に亡くなつた人宛で届いて、家族の怒り

を増したり、中電のいい加減さを証明するような代物でした。

10月 5日 台風18号の接近により、祝島の漁船もほとんど島で避難体制に入りましたが、

直撃は避けられそうなコースの為、残った船で阻止体制は継続。

10月 6日 今度は、10月 5日付中電御用達の弁護士より『警告

書』が届きましたが、先日のこともあり、ほとんどの人が受け取りを

拒否しました。この日中電側は初めて台船を伴わない警戒船2隻

だけで久しぶりに姿を現しましたが、何かの偵察のようですぐ帰り

ました。

10月 7日 台風の影響で海が荒れ模様の中、中電の作業船団

が田名埠頭に近づき、沖合いで待機していたところ、陸上では業

者がブイが岸壁に近く波で洗われる恐れがあるため、陸地のほう

に移動させたいと申し入れて来ました。我々としては、作業船団

の撤退を条件に容認することを告げ、「本日の作業中止」という

●

７
日
完
了

し
た
ブ

イ

の

設
置
場

所

０

残

り

の
設
置

予
定

場
所
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連絡を受けた船団が引き返すのを確認後、ブイの移動作業を監視しました。その作業終了

後、祝島の大部分は島に帰り、田名埠頭の監視小屋やテントも台風対策の撤収作業を行い

ましたが、この間に中電側は他の港から中古のブイ2基を運び、敷設地点に投下したことが

わかりました。しかも、即、山口県柳井土木事務所に埋め立て工事着手を届け出ています。

10月 8日 昨日の事態を受け、島民の会として

は新たな阻止体制をつくるべく集会を開き、陸側5

班海上7班のローテーシヨン制を作り上げ、陸上部

隊はブイの置かれてある場所のゲート前で座り込

みを開始し、夜も応援の皆さんの協力も得て2時間

交替で夜通し海陸の動きを監視し続けることにし

ました。また、田名埠頭では台風対策で一旦撤去

した「見張り小屋」、テント村もすぐに復活しました。

10月 10日 10月 6日より始まった若者たちに

ittW‐雖[矧倉7仄
名埠頭まで移動してきて交流会がもたれまし 父晏

岩カ

%参 議院議員で社民党『脱原発プロ [[

ジェクトチー測 事務局長 近藤正道氏が田名

埠頭に視察のため訪れました。現地では、座り込んでいるおばちゃんやシーカヤッカーなどと

突つ込んだ話をした後、祝島に渡り夕方の定例デモに参加の後、島民の会事務所で今まで

の経過や現状をDVDを見ながら話し合いました。

社民の脱原発プロジェク ト事務局長 10月 13日 近藤議員らは、

『長島の自然を守る会』の案

内で原発予定地や周辺の

視察をした後、再び田名埠

頭に戻つてみんなを激励し

てから、広島の中電本社に

申し入れに行きました。聞く

ところでは、少数ではあれ与

党の社民党国会議員に対し

ても、中電は非常にごう慢で失ネLな態度をとつたようです。

再び田名埠頭 にテン トを張 リフイの運び出 しを阻止する反対派

近
　
　
藤

参
院
議
員
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10月 14日 広島から、『上関原発を考える広島20代の会』が山口県に申入れを行おうとし

ましたが、県側はこれを拒否、県庁記者クラブで記者会見をするとともに、ようやく認められ

た要望書の提出だけを行いました。

10月 16日 業者が、10月 7日に陸側に移動していた

ブイを岸壁沿いに移動させようとやつてきましたが、こ

の間の経過をふまえて作業をさせませんでした。

ろ、業者がまたもやブイを移動させようと今回は置いて 物を

ある敷地にまで入りましたが、約30名の陸上部隊によって撤退させました。また、この日昨年

提訴した『 自然の権利訴訟』で、原告となつているカンムリウミ

スズメやスナメリなどの野生生物が人と分離され、『当事者適格

なし』として訴えが棄却されました。そして、若いお母さんたち

が集った『未来につながる生命Gヽのち)を育てる会』の皆さんが、

瀬戸内海での秋の観察記録はほ

とんどなかった=武石さん写す

中電本社に工事中止の申 話入上
人 れ 関

し入れに行つてくれました。 3言曇
10月 22日 福島瑞穂社民   彗笏

党党首が明確に上関原発  冒尿

計画反対を表明しました。  仕τ

現職大臣の発言に、経産省や中電が耳を傾けてくれればいい

のですが。今後の展開を見守りたいと思います。

10月 20日 こちらの注意が少し散漫になつていたとこ

カンムリウミスズメ

秋0■関沖に生息

10月 23日 昼間は何もなかったとホッとしていたところ、夕方薄暗くなつてブイの置いてある

敷地を借りている、上関町内の共同企業体(JV)5社の社員が来て、フェンスに「敷地に入り

込まないように」等々が書かれた警告板をつけてかえりました。またこの日、祝島には山口地

裁岩国支部より仮処分審尋の期日指定の通知がありました。対象は島民の会、祝島の漁業

者38名、シーカヤッカー1名で、中国電力により10月 9日付で「公有水面での妨害禁止」仮

処分申請が出されていたのです。それにしても、1日付で「お願い」、5日付で「警告書」、9日

付で「仮処分申請」とは、いかにも中電らしい機械的な流れです。

10月 24日 台湾第4原発の映画を撮り続けている監督のチェ・スーシンさんらが、夜、監視

小屋を訪れ、交流しました。彼女たちとは、祝島での映画上映など何度もあつていて、島民

の会事務所には、いただいた旗が飾つてあります。

10月 25日 反原子カデーの取り組みとして、日名埠頭で全国集会が開催されました。県内

を中心に全国から集った人びとは1200名。早く着いた皆さんは、ずらつと並ぶ激励の旗、監
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視小屋や「例の」ブイ、そしてこの日

講演をしていただいた広河隆一氏

門下の写真展などを熱心に見つめ

ていました。天気が心配されたので

すが、おかげさまで集会終了までは

雨がぽつぱつ程度で安心しました。

それにしても、参加者の顔ぶれを見

ると上関原発反対運動の拡がりを

実感させられます。この日も中電側

は一切姿をみせませんでした。

10月 26日 こちらが何かやれば、相手側も対抗するように動きをみせます。ブイ敷地内に突

然業者とガー障 ンが10数人姿を現しました。どうも正規のゲートではなく、隣の会社の敷地

側から入つた様子で、海陸から

の抗議の中、ブイ9基をもとの岸  ;暑~_

止線を張つて留めます。業者に関  7
を

しては数時間後社長が「謝罪」に

来たので帰ってもらいましたが、ガードマンに対しては今までの経緯もあり、みんなが許しま

せん。とうとうあたりが薄暗くなる頃まで、8時間にわたって抗議は続きました。

10月 28日 先日現地視察をした近藤議員が、環境省の田島副大臣(民主党)に面会すると

いうことで、長島の自然を守る会や研究者らの代表が同

行して、予定地周辺の環境保護を要望しました。感触は

非常に良かつたそうですが、環境面、自然保護の観点か

らのアタックというのも大切なことでしよう。

10月 29日 またもや!今度は早朝まだ暗い中、灯火もつけ

ず7台の台船で残り7基のブイをつけました。島の人達が現地の様子がおかし

いと暗い中駆けつけたときには、すでにブイは打たれていました。あとは、一

目散に帰って行つたそうですが、時間も作業方法も無茶苦茶。一直線に並ぶはずのブイは、

くの字型や逆くの字でまともに作業をしていない証拠です。ところが、中電はウソと居直りで

「既成事実」を正当化しようとし、本来投下する予定だった田名埠頭のブイは「予備のもの」と

田島El大臣 (左

から4人 目)に
上関の 自然保護

を求める高島代

表 (同 3人 目)

‐
8-
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の強弁を繰り返しました。島民の会としては、この事態を受け

緊急に会合を開き、中電のウソとデタラメを非難するとともに、

他の仲間たちとともに田名埠頭での阻止行動を継続すること

にしました。

H月 1日 島恒例の『道こしら
'」

(主な農道の草刈)がありま

したが、本来島民上げての行事も田名埠頭組は免除され、現

地での座り込み、警戒を続けました。

11月 3日 キエフ・ナイチンゲール合唱団の公演が島で行わ

れました。対象が高齢者中心で、現地行動に参加できない多く

の皆さんが参加し、楽しんでくれました。この間、10月 29日以降

中電側の動きは見えてきません。

11月 4日 以前より計画していた、田ノ浦現地の我々の共有地

に新たに中電の敷地造成を監視し、けん制する『監視小屋』建設 写琴I尋鷺8罵董猥賞児:埜釜畠絡
た

に取り掛かりました。場所は、原発敷地の一番上方で山を削つてのり面とする所から、わず

反対派、監視小屋を設置へ  か20～ 30メートルしか離れておらず、原子炉予定位置

より200メートル強の場所にあります。既設の拠点ログハ

ウス(30名程度の宿泊は可能な施設で、隣接して太陽

光発電9。 9キロワットが稼動)『集いの場』からも、「獣

道」のような農道を歩いて10分足らずのところです。内

部は6畳程度の小さい施設ですが、きちんと人の住める

「家」にする計画です。

上
関
原
発
計
画
反
対
派
の
共
有
地
で

始
ま

っ
た
監
視
小
屋
の
建
設
作
業

11月 5日 中電側が突然動き出し、原発の取水口予定地と原子炉建設予定地の田ノ浦湾

での測量を開始しました。緊急のため、双方は阻止できませんでしたが、取水口予定海域

の作業は完全にストップさせました。

H月 6日 作業台船3台が、取水口。田ノ浦。放水口予定

海域それぞれに配置され、一気に本格工事のためのアン

カー等を投下しようとしましたが、推進派漁協支店幹部の妨

害により投下された一部を除き、大方は作業中止に追い込

みました。

H月 7日 更に台船1台が田ノ浦湾に投入され、陸上作業

用の器機を搬入する仮桟橋の延長のための浮き桟橋設置の

ための、アンカー投下等をたくらみましたが、海陸の阻止行動で中止に追い込みました。複

上 関 原 発 取 水 口付 近 で停 泊 す る 中 電 側 の し ゆん せ つ

船 と台 船 。 反 対 派 の 漁 船 や シ ー カ ヤ ツク との に らみ

合 い が続 い た

上関原発 計画 中 電 は nlJ量 ス タ ー ト

‐9-



数の海域での作業阻止は、困難の局地です。

ただ、この日中電側は、アンカーを投下するた

めのクレーンのフイヤーをつかみ抗議するシー

カヤを転覆させたり、シーカヤッカー1名を海上

から台船上に吊り上げるという、言葉に言い尽く

せない危険な行動に出てきました。いくら思うと

おりの作業が出来なセ喘 らヽといって人命にかか

には推進派の漁船(自 主警戒船としうらしセ→が10

隻も出てきて、作業台船のまわりに「コバンザメ」の

ようにくっついていました。その乗組員ら(警戒船・作

業船の旗も立てていないし、教命道具もつけておら

ず、ヘルメッ|もかぶっていない)も作業に「協

酬顧
‐
 鶉 ヵ」し、「邪魔になる」シーカヤックを「みざお」(本

来船を対象物と当たらなくしたり、引き寄せたり

する棒で先に金属製の金具がついているもの)

を使って突き放したり、引つ張り戻すなどして、

台船と漁船の狭い間にアンカーを落とそうとしま

す。作業は推進派、抗議の反対派漁船、シーカ

ヤックの頭上をクレーンがつるし

こアンカーが動いていてもおかまいなしという非常に危険な状態で強行されようとしましたが、

一人のカヤッカーが海に入り、まさに投下されつつあるアンカーのワイヤーにしがみつきまし

わる危険な行為を平然と行う中電側の態度には

 多寄軍雪           籍
怒り心頭です。

:そのまま台船上まで吊り上げられた
H月 8日 とうとう負傷者が出ました。田ノ浦湾  鑢鶴盤経圏麟翻覇□饉が目□目爾■

L勇観監罐曇   :

「み
ざ
お
」で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
妨
害

け、はては首を絞め、肩をねじるという等の暴行を

働きました。その結果、そのカヤッカーは意識がモ

ウロウとなり、仲間のカヤッカーが救助に行くまで開

放されませんでした。その後、彼は我々の漁船で田

名埠頭まで急送され、救急車で病院に搬送されまし

たが、低体温症と肺炎の疑いでそのまま入院しました。
作業員らに暴行を受けるシーカヤツカー

-10-



中電の発表によると「彼を助けあげた」という言い訳ですが、誰も信用しません。常にこの間

の抗議行動を撮影し続けていた中電側が、その場面だけはフィルムを回していませんでし

たが、我々の撮影班がその現場をちゃんと撮影しており、はっきりした証拠を確保していた

のです。なおこの日、上関町内の推進派団体が山口県や中電本社に作業の進展を申し入

れたそうですが、自分たちの損得ばかりを言い立て、「天下に恥をさらした」観があります。

11月 9日 昨日の「事件」の影響か、予定地周辺に「自主警戒船」の姿が見えません。さす

がの中電もヤバイと考えているのでしょうか。

H月 10日 いよいよ原発予定地が主戦場になつ

てきたので、心残りながら田名埠頭の現地監視小

屋やテント村を撤収し、田ノ浦現地の『集いの場』

と対岸の視島に拠点を移動しました。幸い、長い

間共に田名埠頭でキャンプ生活で頑張つてくれた

シーカヤックの皆さんのために、家が一軒確保でき

ましたので、ここを彼らの島からの出撃拠点にして

もらうつもりです。また、『上関原発を考える山口若衆(わかいし)の会』が埋め立て工事の一

時停止を山口県に要望する行動を行いました。先日の母親の会や広島、今回の山口といい

若い世代が様々な形で上関原発問題に取り組み始めてくれてしることは、心底うれしい限り

です。

11月 H日 山口地裁で、山口県知事による、原発建設のための埋立免許交付に対する取

消訴訟の公判がありました。漁業権及び現実の操業実態について、県の無責任な対応、姿

勢が徐々に自日の下にさらされてきます。自己保身にはじるだけで、県民の生活など全く考

えてもいないようです。また、県庁記者クラブでは島民の会等の撮影した11月 8日の負傷者

が出た現場の映像を公開しました。そして、中電の山下社長が、東京でエネルギー記者会

と記者会見を行つたそうです。もう間に合わないことがわかっている「上関原発2010年度着

工、15年度運転開始」の計画について、頑固に否定を続けてきましたが、この時期になって

1連占あ藍漬行動 ようやく遅れることも「検討している」ことを表明しま

した。何をいまさらといいたいところですが、東京と

いう場所をふまえると、計画の進展に国から何らか

のブレーキがかかつてきたことが考えられます。

H月 12日 夜、『多田端子反権力人権賞』に祝島

島民の会が選ばれたとの連絡がありました。賞の

存在はどこかで聞いたことがありましたが、詳しい

現地阻止行動(陸 )拠点の『集いの場』

‐f=「‐
ャ雫雪甲
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ことは知らず、我々のような田舎の団体が受賞するとは、喜びの前に驚きが先に立ちました。

よく聞いてみると、多田端子さんという弁護士が若くして夭折し、その遺志を将来の為に生か

すため、人権、環境、反原発などの社会的困難な問題に立ち向かっている人達に贈られる

もので、過去には高木仁三郎氏や元六ヶ所村村長の寺下力三郎氏らが受賞したということ

です。大変光栄なことで、よろこんで受けさせてもらうことにしました。

11月 13日 島民の会より約50名が県庁に出向

き、代表が申し入れたほか、県庁前広場にこの

間全国から送られてきた激励の旗を敷き並べま

した。申入れでは、8日 当日の現場フイルムのダ

イジェスト版を公開するとともに、この間の中電

側によるウソ・偽りと危険な作業実施を暴露しま

したが、山口県側は完全に居直つて中電側にた

ち、はなはだしくは「抗議行動もルールを守つて欲しい」とか、怪我をした青年に対して個人

的見解と言い訳しながらも「少し無謀な行為だ」とか言いたい放題でした。しかし、その強硬

姿勢の端々に腰の引けた対応であることが見て取れました。やはり、県も少しはヤノシと思つ

ているのでしょう。また、山口からの帰りに、取水口と田ノ浦湾においてあった台船各1台が

現場を離れているのが確認されました。8日の「事件」以来、現場からは推進派の「自主監視

船」の姿が消え、中電側も何の動きもしていなかったのですが、このようすでは当分動くこと

はなさそうです。しかし、監視等には十分取り組んでいかなければなりません。

11月 18日 怪我をした本人が、相手の作業員3名

と漁師1名、そして暴行を見ていながら傍観してい

た中電社員2名の告訴状を柳井警察署に届け出ま

した。また、13日以降ただ1台田ノ浦湾に留まってい

る「事件」の現場となつた台船は、あいかわらずその

まま置かれており、島の正面に見えて、非常に目障り

です。この台船は、あとコンクリートプロック2個を入れ  ■■■ ||■ |

れば作業完了らしいのですが、そのためなのか、それとも事件の現場保存の為なのか、よく

理由がつかめません。こちらの監視メンバーによると、台船の留守番役は中電から何の連絡

もないと怒っているそうです。

11月 22日 田名埠頭で若千の作業はありましたが、H月 8日以来、海陸とも原発予定地で

は依然終らない『 田ノ浦遺別 発掘調査以外は何の動きも出ておりません。
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9月 10日より始まった、上関原発建設のための埋め立て工事着工阻止の問いは、当初工

事海域を示す灯浮標(ブイ)設置を阻止するため、隣の平生町田名埠頭での行動から始ま

り、現在は立地予定地・上関町田ノ浦での本格工事着工阻止へと問いの場を移していま

す。私たち自身、思しヽ かけな力りた長期戦は、今現在も続行中です。

この間、多くの皆さんから励ましのカンパ、激励のフラッグ、差し入れをいただきましたが、

これらの励ましのおかげで、私たちもがんばり続けることが出来ていると、心から感謝してい

ます。本当にありがとうございます。

応援いただいた皆様には、とりあえず現在までの経過を報告させてもらしますが、今後とも

よろⅨ お願いセtします。

2∞9年 11月 23日

祝島島民の会


